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 起性の異型上皮が問題とされている。 この異型上皮に関 しては,1966年以来,組織学的研究,
 臨床病理学的研究がなされているが,塗抹細胞像 に関する系統的な研究は殆ん どみ られて いない。
 私は異型上皮の塗抹細胞像を,正常粘膜,腺腫性ポリープ,胃炎型ポリープおよび隆起型の分
 化型早期胃癌を対照 と して比 較検討 し,111異型 上皮細胞の異型度,〔2)異型上皮と隆起型の分化型
 早期胃癌との鑑別,⑥異型上皮の塗抹細胞像による異型 上皮巣の推定,の3つの問題に関 して知
 見を得たので報告する。




 照とした。 なお,計測に用いた標本の染色はPapanicolaou染色を用い, 1,000 倍の拡大率
 で計測 した。
             検査方法ならびに検査結果
 直視下生検塗抹法,直視下洗浄法,切除胃の直接塗抹法で細胞採取を行 つたが,本研究では,
 主に直視下生検塗抹法による標本を用 いた。 染色は,Papanicolaou 染色,May-Gr廿nwald-
 Gi emsa染色,AIci an blue一∈PAS-Masson 五重 染色を用いた。
 1. 塗抹標本における異型上皮細胞の特徴
 a) 核は,小型または中型で,核短径は平均 5.1μで,他の粘膜上皮細胞と比べてきわめて小
 さい。 したがって,核は細長し.・核形が多く,分化型早期胃癌細胞に比 べると小型で,大小不同性
 も少ない。
 b) 核・胞体比 (N /C比) は,結合した細胞集団内では,軽度に増大するが,分化型早期胃
 癌細胞との差は少ない。 散在性の細胞では,分化型早期胃癌細胞と比べると著 しく 小さ い。
 c) 核染色は,正染が過半数で,分化型早期胃癌細胞と比べると,濃染核の占める割合は著 し
 く少なく,染色の不同性も少ない。
 d) 核縁は,不均等肥厚の核はきわめて少ない。






 その出現率は分化型早期胃癌細胞に比べると著 しく 低い。 網眼 は,小型 が最も多 いが,微小型,
 大型の出現率は分化型早期 胃癌細胞に比べるとかなり低 い。
 f) 核小体は1～2個,大きさは 1.5μ以下,形は円形または楕円形が大部分で,異常 は少な
 い。 分化型早期胃癌細胞に比べると小型で, 3μ以上のものや 数珠形の出現率も かなり低 い。
 g) 核形は,長楕円形,葉巻 形およびウイ ンナソーセージ形の細長い核が過半数を占め特徴的
 であ る。
 h) 胞体径は,散在性に塗抹されている細胞では,他の粘膜上皮 細胞に比べて長径 は著 しく大
 きく,短径 は著 しく 小さい。 したがって,胞体形 は長楕円形ま たは高円 柱状 のもの が多い。
 i) 胞体内粘液空胞の形成はきわめて少なく,PAS およびA}cian blue 可染の粘液が認め
 られる場合にも,その細胞内極性は,一般によく 保たれている。
 j) 塗抹標本では,細胞は密に結合 した大細胞集団と して塗抹され,不規則散在性の傾向はき
 わめて少な い。 また,細胞集団の輪郭 は比較的平滑であり,細胞および核の極性 もよく 保たれて
 いるが,核 は相接 し, 相重積し,その位置 (高 さ) は不揃いであ る。 したがって,異常配列や腺
 房状配列を示す分化型早期胃癌の細胞集団とは著 しく異なっている。
 以 上のような特徴的な細胞像である場 合には,細胞診で異型上皮 の判定 が可能である。
 2. 細胞診の異型上皮診断能
 a) 生検組織診および切除胃の病理組織診断が異型上皮である62例における細胞診の診断可
 能率は,62例中55例,8 8. 8%であり,診断適中率は,57例中55例,9 6. 0%であ る。
 b) 切除胃の病理組織診断が異型上皮である24例における細胞診の診断可能率は,24例中
 19例,7 9.0%,診 断適中率は,21例中19例,9 0.4%で,細胞診の異型上皮診断能はか
 なり高率である。
 c) 異型 上皮と癌の共存例では,細胞診で異型上皮と癌の両診断が可能であった例は,12例
 中4例,3 3.3%で,きわめ て低率であ る。
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 審査結果の要旨
 著者は, 胃の隆起性病変で組織学的に狭義の異型上皮, すなわち, 組織学的に明らかな癌や異
 型性のある再生・変性上皮を除いた, 良性・悪性の境界領域の異型上皮 62 例が対象で, 正常粘
 膜・慢性胃炎 34 例, 隆起型の分化型早期胃癌 20 例, 腺腫性ポリープ 54 例. 胃炎型ポリープ
 8例を対照と して, 異型上皮の塗抹細胞像を, 正常粘膜, 腺腫性ポリープ, 胃炎型ボリー プおよ
 び隆起型の分化型早期胃癌を対照と して比較検討 し, (1) 異型上皮細胞の異型度, (2) 異型 上皮
 と隆起型の分化型早期胃癌との鑑別, (3) 異型上皮の塗抹細胞像による異型上皮巣の推定, の3
 つの問題について検討 している。
 著者は, 主に直視下生検塗抹法による標本について, Papanicolaou 染色, May -Gr廿n-
 wald πGiemsa 染色, Alci an blue}PAS-Ma ss on ・五重染色 を用いて染色しているが,
 核は, 細長い核形が多く, 分化型早期胃癌細胞に比べると小型で, 大小不同性も少なく, 核・胞
 体比 (N/O 比)は, 結合した細胞集団内では, 分化型早・期胃癌細胞との差は少なく, 核染色性は,
 正染が過半数で染色の不同性も少な く, 核縁は, 不均等 肥厚の核はきわめて少な く, ク・モセン
 ターは, 正染穎粒状の細胞が過半数を占め, 網眼は, 小型が最も多く, 核小体は1～2個, 大き
 さは L5μ以下, 形は円形ま たは楕円形が大部分で, 異常は少なく, 核形は, 長楕円形, 葉巻形
 かよびウインナソーセー ジ形の細長い核が過半数を 占め, 胞体形は, 長楕円形ま たは高円柱状の
 ものが多く, 胞体内粘液空胞の形成はきわめて少な く, 塗抹標本では, 細胞は密に結合 した大細
 胞集団と して 塗抹され, 不規則散在性の傾向は きわめて少な く, 異常配列や腺房状配列を示す分
 化型早期胃癌の細胞集団とは著 しく 異な っている ので, 細胞診で異型上皮の判定が可能である。
 また, 生検組織診蔚よぴ切除胃の病理組織 診断 が異型上皮である 62 例における細胞診の診断
 可能率は, 62 例中 55例, 88・8%であり, 診断適中率は, 57例中 55例, 96・0%であり,
 切除胃の病理組織 診断が異型上皮である 24 例に沿ける細胞診の診断可能率は, 24 例中 19 例
 79.0%, 診断適中率は, 21 例中 19例, 90.4%で, 異型上皮と癌の共存例では, 細胞診で
 異型上皮と癌の酉診断が可能であ?た例は, 12 例中 4例, 33.3%で, きわめて低率であると
 結論 してい る。
 したがって, 本論文は学位を授与するに値する ものと認める。
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